
近
代

台
湾
漢

文
学

は
、

次

に
到

来

し
た
新

文

学

か
ら
批

判

さ
れ
、
乗

り
越

え

る

べ
き
対
象

と

さ
れ
、
負

の
評

価

を
背

負

わ
さ

れ

て
き
た
。

本

書

の
作

者

黄

美
蛾

氏

も
、

「台

湾

文

学
史

は
、

新
文

学

の
側

か
ら
書

か
れ

て

い
る
」

と

い
う
。

こ

の
台
湾

文
学

史

に
対

す

る
批

判
と
反

省

が
、

彼
女

を
台

湾
漢

文
学

の
位
置

づ

け
や
役

割

を
丁

寧

に
再
考

す

る
と

い
う
作
業

に
向

か

わ
せ

た
。

著
者

の
定

義

に

よ

れ
ば
、

「伝

統

文

人

」

と

は

「伝
統

文

学
」

(文
言
文

、
漢

詩

、
文
言

小
説

)

を
生

涯
自

ら

の
創
作

活
動

の
中

心

に
据

え

て

い

た
人

々

の
こ
と

で
あ

る
。

ま
た

、
本
書

に
お

い

て
、

「
現

代

性

」

(竃

。
牙
巳

q
、

日
本

語

で

は

「近

代

性

」

あ

る

い
は

「
モ
ダ

ニ
テ

ィ
」

と
訳

出

さ
れ

る
)

は
、
台

湾

の

「近

代
」

と
重

な

る

日
本

統
治

期

に
生

き
る
台

湾
伝

統
文

人

の
思
想

と
文

学

を
映

し
だ

す
鏡
と

し

て

の
役
割

を

担

っ

て

い
る
。

本

書

は
七
編

の
論

考

と
付
録

一
篇

の
、

あ

わ

せ
て
八
編

の
論

考

か
ら
構

成

さ
れ

て

い
る
。

以

下
、

各
論

の
概

略

を
述

べ

て
お
く
。

序
論

日
本
統
治
期
台
湾

の
伝
統
文
人
の
思
想
と
時
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代
精

神

の
分
析

と

い
う
著
者

の
研

究
課

題

を
明

ら
か

に
し

、
各

章

の
要
約

を
し

つ

つ
本

書

の
全

体

像

を

あ

ら

か

じ

め
提

示

す

る
。

加

え

て
、

「
伝

統

文

人

」
、

「
近

代
性

(竃
。
匹
臼
巳
ぐ
)
」

に

つ
い
て

の
著

者

の
観

点
を
説

い
て

い
る
。

第

一
章

迎
向
現
代
ー

台
湾
新
、
旧
文
学

的
承

接
与
過
渡

(
一
八
九
五
ー

一
九
二

四
)

両
岸

の
台
湾
文
学
史
に
お
い
て
す
で
に
な
さ

れ
て
い
る
歴
史
叙
述
の
中
で
、
近
代
に
お
け
る

伝
統
文
人
、
漢
文
学
の
存
在
が
見
落
と
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
伝
統
文
人
や
漢
文
学
は
、
台

湾
新
文
学
を
創
出
す
る
触
媒
と
し
て
の
役
割
を

担

っ
て
い
た
。
文
人
た
ち
の
中
に
は
、
白
話
文

運
動
や
新
旧
文
学
論
争
の
起
き
る
以
前
に
、
新

し
い
時
代
、
新
た
な
社
会
文
化
に
対
応
す
べ

く
、
改
革
を
試
み
る
者
も
い
た
の
で
あ
る
。
詩

歌
の
内
容

の
改
革
や
散
文
の
改
革
、
小
説
、
戯

曲
の
改
革
を
推
し
進
め
、
ま
た
海
外
の
思
想
を

台
湾
に
移
植
す
る
仲
介
役
を
果
た
し
た
こ
と
な

ど
を
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
て
論
じ
る
。

第
二
章

対
立
与
協
力

新
旧
文
学
論
戦

中
伝

統
文
人
的
典
律
反
省
及
文
化
思
惟

(
一
九
二
四
-
一
九
四
二
)

本
章
は
、

一
九
二
四
年
か
ら

一
九
四
二
年
の

各
時
期
の
新
旧
文
学
論
争
と
そ
の
文
化
背
景
に

つ
い
て
旧
文
学
の
側
か
ら
考
究
を
深
め
た
も

の
。
硬
直
し
た
対
立
が
続
く
こ
と
に
な
っ
た
の

は
、
伝
統
と
現
代
、
西
洋
と
東
洋
、
漢
学
と
新

学
の
対
立
に
対
す
る
評
価
や
解
釈
が
新
文
学
側

と
旧
文
学
側
で
異
な
っ
て
い
た
か
ら
だ
が
、
新

旧
の
文
人
た
ち
は
思
想
的
に
は
接
近
し
て
い

た
。
四
〇
年
代
に
入
る
と
、
新
旧
双
方
の
文
学

者
た
ち
の
中
か
ら
国
策
に
応
じ
る
言
論
を
発
表

す
る
者
が
現
れ
、
新
文
学
者
た
ち
の
抗
日
精
神

も
二
〇
年
代
と
は
様
相
を
異
に
す
る
。
旧
文
学

者
の
中
に
は
、
新
文
学
者
た
ち
か
ら
の
批
判
を

受
け
て
、
貴
族
的
色
彩
を
払
拭
し
よ
う
と
努
め

る
者
や
、
さ
ら
に
は
台
湾
話
文
運
動
、
郷
土
文

学
運
動
を
支
持
し
て
、
民
間
文
学
の
採
録
に
力

を
入
れ
た
り
、
竹
枝
詞
や
郷
土
色
の
強
い
創
作

を
試
み
た
り
す
る
者
が
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
新
旧
文
学
の
間
に
は
、
対
立
の
構
図
だ
け

で
は
捉
え
き
れ
な
い
協
力
関
係
、
影
響
関
係
が

あ

っ
た
の
だ
と
結
論
づ
け
る
。

第
三
章

実
践
与
転
化

日
治
時
代
台
湾

伝
統
詩
社
的
現
代
性
体
験

本
章
は
、
詩
社
を
社
会
現
象
の
一
つ
と
し
て

位

置
づ

け
、
詩

社

コ
ミ

ュ

ニ
テ

ィ

の
体

験

し
た

「
近
代

」

に

つ
い

て
以
下

四
点

に
論

及

す

る
。

第

一
、

詩

社

の
再

興

に
は
、

「新

た

な

漢
文

に

よ

る
想
像

の
共

同
体

」
を

形
成

し
、

漢
族

の
文

化

記
憶
を
再

確
認

し

、

い

っ
そ
う
強

固

な
も

の

と

し
よ
う

と
す

る
積
極

的

な
意
義

が

あ

っ
た
。

第

二
、
詩
社

の
風

雅

は
、

日
常
生

活

の
美
意

識

や

レ
ク
リ

エ
ー

シ

ョ
ン
活
動

と
結

び

つ
き

、
文

化
消
費

の

一
形
態

と

な

っ
た
。
新

文

学
か

ら

の

批

判

を
浴
び

る

一
因

と
も
な

っ
た

の
は
、
大

衆

化

、
通

俗
化

し
た

詩
社

に

よ

っ
て
創
作

さ

れ

る

漢

詩
文

が
、
廉

価

で
環
末

な
芸

術

と
見

な

さ
れ

た
た

め

で
あ

る
。
第

三

、
交
通

手

段
や

時
間

が

近

代
化

さ
れ

た

こ
と
が
詩

社
活

動

に
影
響

を

与

え
、
詩
会

も

旧
来

の
集

ま
り
と

は
違

う

近
代

化

さ
れ

た
会

合

と

な

っ
て

い

っ
た
。

第

四

、

「新

題
詩

」

に

は

「望

遠

鏡
」
、

「飛

行
機

」

な
ど

の

テ
ー

マ
が
取
り

上
げ

ら
れ

た
。

こ
れ
ら

の
詩

は

近
代

な

ら

で
は

の
新

し

い
展

開

と

い
え

る
。

第

四
章

男
類

現

代
性

『
台
湾

日

日
新

報
』

記
者
魏

清
徳

的
文

明
啓

蒙
論

述

本

章

は
、

御
用

新
聞

だ

っ
た

『
台
湾

日

日
新

報
』

の
記
者

と

し

て
活

躍

し
た
魏

清
徳

の
文

明

啓
蒙

デ

ィ

ス

コ
ー

ス
に

つ
い

て
論

じ

る
。

「新

3io



文

学
」

の
文

学

者

が

文

明

の
啓

蒙

の
役
割

を

担

っ
た

と

一
般

的

に

は
解

さ

れ

て

い

る
が

、

「
旧
文
学

」

に
属

す

る
魏

清

徳

も

新

聞

と

い
う

大
衆

メ
デ

ィ

ア
を
使

っ
て
文

明

の
啓

蒙
者

と

し

て

の

一
翼

を
担

っ
て

い
た

こ
と
、

さ
ら

に
魏
清

徳

が
日
本
語

を
学
び

、

日
本
語

を

媒

介

と
し

て

西
洋

を
学
び

、
現
代

西
洋

か

ら
来

た

文

明
を

理

解

す
る
と
同

時

に
、
東

洋

の
文

明

の
存
在

を
認

め
、
伝
統
的

な
儒
教

文
化

を
重

視

し
た

こ
と

を

指
摘

す

る
。

魏
清
徳

が

「近
代

化

」

を
意

識

し

て

い
た

こ
と
を

明

ら

か

に
し
、

「
も

う

一
つ

の

近

代
性

(alte
rn
a
tiv
e
m
o
d
ern
itie
s)
J

と
称

す

る

に
至

る
。

第
五
章

旧
文
学
新
女
人
1

『漢
文
台
湾

日
日
新
報
』
中
李
逸
濤
通
俗
小
説
的
女
性

形
象

本
章
は
、
『台
湾
日
日
新
報
』
漢
文
版
に
連

載
さ
れ
た
李
逸
濤
の
通
俗
小
説
に
お
け
る
女
性

イ
メ
ー
ジ
を
論
じ
る
。
李
逸
濤
の
新
聞
小
説
四

十
六
篇
に
見
ら
れ
る
女
性
像
を
、
「女
侠
」
「女

英
雄
」
と
、
現
実
世
界
を
生
き
る
女
性
た
ち

ー

母
親
、
妻

、
娼

妓

に
二
分

し
、

分
析

を
加

え

る
。
特

に
、

前

者

の

「
女
侠

」

「
女

英
雄

」

に
注

目
し
、
容

姿

は

「女
性

」

で
あ

る

こ
と

を

強

調
し

つ

つ
も

身
体

や
知

力

は

「男

性
」
性

を

そ

な
え
た

強

い
女

た
ち
を

作
者

の
理
想
的

な
女

性
像

と

し

て
描

き
出

し
た

こ
と
を
説

く
。
唐

代

伝
奇

小
説

以
来

の
伝
統

的

な
侠

女
像

や
、
侠

女

が
救

国
救

民

に
立
ち

上

が
る

と

い
う
晩
清

小
説

の
モ
テ

ィ
ー

フ

の
影
響

も

な

い
わ

け

で
は
な

い

が
、

李
逸

濤

の
小
説

の
女

性
像

は
そ
れ

ら
と

は

異

な
り
、

二
〇

世
紀
初

期

の

「新
女

性
」

へ
の

期
待

と
イ

マ
ジ

ネ

ー

シ

ョ
ン
か
ら
造

型

さ
れ
た

も

の
だ
と

す

る
。
大
衆

メ
デ

ィ

ア
上

の
娯

楽
小

説

の
中

で
造
詣

さ

れ
た

「新
女

性
」

た

ち
は
、

当
時

に
お

い
て
は
啓
蒙

教

化

に

一
定

の
効

果

が

あ

っ
た

こ
と
を

認

め
、
台

湾

小
説
史

の

一
部
分

で
も
あ

る
李
逸

濤

の
小
説

が

、
新

小
説

の
創
出

へ
と
発
展

し

て

い

っ
た
可

能
性

を

示
唆

す

る
。

第

六
章

文

学
現

代
性

的

移
植
与

伝
播

台
湾
伝

統

文
人

対
世

界
文

学
的

接
受

、
翻

訳
与

墓
写

新
文

学

の
台

頭

以
後

も
、

伝
統
文

人

た
ち

は

新

文

学

の
文

学

者

と

同
様

に
、

近

代

性

の
移

植
、

伝
播

に

お

い
て

一
定

の
役
割

を
担

っ
た

こ

と

を
論

じ
る
。

伝
統

文

人
た

ち

が
、
中

国
、

日

本

の
古

典

、

現

代

文

学

を

初

め

と

し

て
、

シ

ェ
ー

ク

ス
ピ

ア
、

デ

フ
ォ
ー
、

コ
ナ

ン

・
ド

イ

ル
な
ど

の
有

名

な
作

品

を
翻
訳

し
、

そ
れ

を

模

倣

し
た

こ
と
、

ま

た
出
版

社

を
開
設

し
、

世

界

文
学

の
著

作

を
販
売

し
、

海
外

文
学

の
移

入

に
関

わ

っ
た

こ
と
、

さ
ら

に
西
洋

の
詩

や
小

説

か
ら
多

く
を

学
び

、

創
作

に
も
改

良

を
加

え
た

こ
と

な
ど
を

明

ら
か

に
す

る
。
加

え

て
、
伝

統

文

化

を
重

ん
じ

る
が

ゆ

え
に
、
文

学

の
近
代

性

と
同

調
し
き

れ

な
か

っ
た
、
伝
統

文
人

た

ち

の

限
界

に

つ
い
て
も
説

明

を
加

え
る
。

付
録

帝

国
魅

影

櫟
社

詩
人

王
石
鵬

的

国
家
認

同

本
章

は
、

近

代
性

と
植

民
性

の
間

で
揺

れ
動

い
た
伝

統
文

人

の
事

例

と
し

て
、
櫟

社

に
所
属

し

た
詩
人

王
石

鵬

の
国
家

ア
イ
デ

ン
テ
イ
テ

イ

を
論

じ

る
。

櫟

社

は
日
本

統
治

期
台

湾

の
三
大

詩
社

の
ひ
と

つ
で
あ
り

、
従
来

の
研

究

は
、
櫟

社

の
抗

日
精

神

や

民
族

意
識

と

い
う
面

を
強

調

す

る

こ
と
が
多

い
が
、

櫟
社

と

い
う
詩
社

の
集

団

が
備

え

て

い
た

思
想

精
神

と
、

個

々

の
社

員

の

そ
れ

と

は

同

一
で

は
な

か

っ
た

。

王

石

鵬

は
、
日
本

人

が
文

明

の
産
物

や
制

度

を
台
湾

に

移

入
す

る

こ
と

を
期
待

し

、
日
本

と

の
同
化

が

促

進
さ

れ

る

こ
と
を
支

持

し

た
。

彼

は
宗
主

国

で
あ

る
日
本

へ
の
帰

属
感

を
強

め
、

つ
い
に

は
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「皇

民
化

」

に
同

調

し

て

い
く
。

新

学

に
打

ち

込
ん

で
い
た
王

石
鵬

に
と

っ
て
、
近
代

性

の
魅

力

は
あ
ら

が

い
が
た

い
も

の
だ

っ
た

と
分
析

を

加
え

て

い
る
。

以
上

、
本

書

の
各

章

に

つ
い

て
骨

子
を
整

理

し
た

が
、
大

切
な

部
分

で
遺

漏

が
あ

る
か

も

し

れ
な

い
。
本

書

に
収

め
ら

れ
た

論
考

は
、

チ

ャ

レ
ン
ジ
精
神

に
満

ち
あ

ふ

れ
、

文
学

を
核

と

し

た
社
会
文

化

研
究

の
豊

か

な
世

界

に
、
読

む
者

を
誘

っ
て
や

ま
な

い
。
各

章

と

も
、

従
来

の
研

究

を
再
検

討

し
、

改

め

て
調
査

し

な
お

し
、
多

く

の
資
料

を
渉

猟

し

て
分
析

を
加

え

て

い
る
。

新

聞
、
雑

誌

な
ど

の
当

時

の
資

料

は
も
ち

ろ

ん

の
こ
と

、

子

孫

へ
の

イ

ン
タ

ビ

ュ
ー
な

ど
も

行

っ
て
お
り
、

著
者

の
調

査

の
苦
労

の
あ
と

が

随

所

に
見

ら

れ
、

そ

の

努

力

は
敬

服

に
値

す

る
。陳

培
豊

著

『
「同

化
」

の
同
床

異

夢
』

(三
元

社

)

は
、

日
本

統
治

期

の
台
湾

人

が

「文

明

へ

の
同
化
」
、

「
民
族

へ
の
同

化
」

を

選
択
的

に
受

容

し
た

の
だ

と

い
う

こ
と

を
教

育

の
面

か
ら
分

析

し

て
い

る
が
、
本

書

は

「文

明

」
を
台

湾
人

が
導

入

し
、
受

容

し
、
普

及

さ
せ

て

い
く
諸
相

を
漢

詩
文

の
中

に
見
出

し
た
論

著

で
あ

り
、
他

に
な

い
も

の
と
な

っ
て

い
る
。

本
書

に
登

場
す

る
台

湾

の
文

人

た

ち

は
日
本

の
植
民

地
支

配

を

受

け

な

が

ら

、

自

ら

積

極

的

に
出

版

、

翻

訳

し
、
文

明

の
移

植

に
努

め
、

そ

の

一
方

で
東
洋

文

明

へ
の
自

覚

に

目
覚

め

て

い
く
。

そ

の
姿

は
、

た
く

ま

し
く
力

強

い
。
本

書
を

通

し

て
、

当

時

の
文

人

た

ち

の
文

明

に
対

す

る
高

い
意

識
、
彼

ら

を
巻

き
込

ん

で
い

っ
た
時

代

の
熱

気

を
感

じ

る

こ
と

が

で
き

る
。
例

え
ば

、
付
録

に

置
か

れ
た

「帝

国
魅

影
」

は
従
来

の
説
を

く

つ

が
え

し

て
心
地

よ

い
。
櫟

社

は
抗

日
精

神

の
側

面

か

ら
評
価

さ
れ

て

い
た
詩
社

で
あ

る
が
、

参

加
し

て

い
た
社

員

の
王
石

鵬

は

「近
代

化
」

を

希

求

し

た

結

果

、

日

本

へ
の
国

家

ア
イ

デ

ン

テ

ィ
テ

ィ

を

強

め

て

い
た

こ
と

が

明

ら

か

に

な

っ
た

の

で
あ

る
。

ま

た
、

ま
と

ま

っ
た
情

報
を

よ
う

や
く
得

る

こ
と

が

で
き

た

人

物

も

お

り
、

興

味

深

か

っ

た
。

例
え
ば

、

第

四
章

を
中
心

に
分
析

さ

れ
た

魏
清
徳

は
そ

の
ひ

と
り

で
あ

る
。

自

分
自
身

の

こ
と
を
記

し

て
恐

縮

だ
が
、

わ

た
し

は
目
下

、

鈴
木

虎
雄

と
久
保

天
随

と

い
う

台
湾
体

験

を
持

つ
近

代

日
本
漢
詩

人

を
主
と

し

て
近

代

漢
文

学
研

究

を
す

す
め

て

い
る
。
久

保

天
随

は
、
昭

和

四

(
一
九

二
九
)

年

四
月
台

北

帝

国

大

学

教

授

と

な

っ
て
台

湾

に

居

を

移

す

が
、

転

居
後

ま

も
な

い
五
月

二
日

、
萬
華

の
魏

清

徳

を
訪

問

し

て

い
る
。
魏
清

徳

は
台
湾

在

住

の
日

、
台

の
文
人

た
ち

を
十
名

ほ

ど
集

め
、

天

随

の
着
任

祝

い
の
宴

を
設

け
、

自

ら

「珍

蔵

の

書

画

数

幅

」

を

取

り
出

し
展

覧

し

て

も

い
る

(久

保

天

随

「
台

北

翰

墨

清

興

」

『
忘

機

鯨

話

紗

』

巻

一
)
。

魏

清
徳

は
日
台

の
漢

文

化
交

流

の
要

と

な

る
人
物

の
ひ
と
り

で
あ

る

こ
と

は

ま

ち
が

い
な

い
。

け

れ
ど
も

、

『台

湾
詩

史
』

(彦

一
瑛
著

、

文
史

哲
出

版
社

)
な

ど

で
も
記

述

が

乏

し

く
、

魏
清

徳

が
日
本

人
と
交

流

を
深

め
、

『
台

湾

日

日
新

報

』

記
者

と

し

て
、

ま

た
漢

文

部

主
任

と

し

て
ど

の
よ
う

な
思

い
を
抱

い
て
、

漢

詩
創

作

を
続

け

て

い
た

の
か

わ
か

ら
な

い
ま

ま

だ

っ
た

。
本
書

は
、
魏
清

徳

に

つ
い
て
詳

し

い
情

報

と
新

し

い
知

見
を
提

示

し

て
く

れ

た
。

天

随

は

「
大
東
亜

」

の
漢
文

化

を

一
ま

と

ま
り

と

し

て
考

え

て

い
た

と
推

察

し

て

い
る
が
、

魏

清
徳

が

「大

東
亜

」

を
中

華
文

明

の
広

が

り
と

し

て
肯

定

し
た
と

す

れ
ば

、

天
随

と
魏
清

徳

は

漢
文

化

の
将

来
像

に

つ
い
て
共

感

し
あ

え

る
と
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こ
ろ
が

あ

っ
た
と
考

え

ら

れ

る
。

台
湾
体

験

を

持

つ
日
本

漢
詩

人

と
そ

の
思

想

に

つ
い
て

の
考

察
を

深

め

る
た

め

に

は
、
交

流

の
あ

っ
た
台
湾

伝

統

文
人

の
研

究

は
不

可
欠

で
あ

る
と

い
う

思

い
を
強

く
し

た
。

し
か

し
な

が
ら

、
黄

氏

の
論

述

は
、
旧

文
学

の
新

し

さ
、
伝

統

と

の
拮

抗

に

つ
い
て
、

新
文

学

と

の
対

比

に

お

い
て
把
握

す

る

こ
と

に
重
点

を
置

き
、

漢
文

学

の
、

保
守

的

な
面

よ

り
は
革

新

的

な

面

を
、

封

建

性

よ

り

は

近

代

性

(M
o
d
e
rn
ity
)

を

見
出

そ

う

と
努

め

て

い
る

よ

う
に
思

わ

れ
る
。

そ

の
た

め
、

漢
文

学

の
史

的

変
遷

と

い
う
面

か

ら
言

う

と
、

そ

れ
以
前

か

ら

の
漢

文

学
と

の
対

比

に

お

い
て
、
何

が
ど

れ

ほ

ど
新

し

い
の
か
と

い
う
点

で
説

得
力

を
欠

く
と

こ
ろ

が
な

い
わ

け

で
は
な

い
。

こ
こ

に
興
味

深

い
事

例

が

あ

る
。
幕

末

か
ら

明
治

に
か

け

て
活

躍

し
た

漢
詩

人
森
春

濤

に

つ

い
て
、

入

谷
仙
介

は

「近

代
的

詩
情

の
水
脈

」

(『
近

代

文

学

に

お

け

る
明

治

漢

詩

』

研

文

出

版

)

と

し

て
位

置

づ

け

た

が
、

揖

斐

高

氏

は

「伝
統

的

な
憂

愁
表

現

の
前

近

代
的

な
枠

内

で

の
洗

練

」

(
「
明

治

漢

詩

の
出

発

」

『
江

戸

文

学

』
第

二

一
号

所

収

)

と

捉

え

異
論

を

唱

え

た
。
入
谷
仙
介
は
、
新
た
に
台
頭
す
る
文
学
の

前
兆
と
し
て
森
春
濤
を
捉
え
よ
う
と
し
た
が
、

揖
斐
高
氏
は
逆
に
江
戸
期
か
ら
の
連
続
性
の
中

で
森
春
濤
を
理
解
し
よ
う
と
試
み
た
。
入
谷
仙

介
と
揖
斐
高
氏
の
試
み
は
、
近
代
漢
文
学
を
次

代
の
文
学
か
ら
ふ
り
か
え
る
の
か
、
前
時
代
の

文
学
か
ら
の
延
長
線
上
に
捉
え
る
の
か
に
よ
っ

て
大
き
な
差
異
が
生
じ
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い

る
。
こ
の
二
つ
の
視
角
の
存
在
は
、
近
代
漢
文

学
を
取
り
上
げ
る
際
、
注
意
し
て
お
く
べ
き
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

例
え
ば
第
五
章
に
お
い
て
、
李
逸
濤
の
小
説

の
女
性
造
型
は
、
「新
女
性
」
を
念
頭
に
構
築

さ
れ
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
造
型
さ
れ
た
女

性
に
、
唐
代
伝
奇
小
説
に
お
け
る
謝
小
蛾
、
竈

隠
娘
な
ど
伝
統
的
な
侠
女
像
や
晩
清
小
説
中
の

侠
女
像
の
影
響
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
古
典

的
な
侠
女
像
か
ら
ど
れ
ほ
ど
脱
却
で
き
た
の
だ

ろ
う
か
。
新
し
さ
は
指
摘
さ
れ
る
が
、
過
去
か

ら
継
承
し
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
指
摘
さ
れ
な
い
ま
ま
な
の
で
あ
る
。
漢
文

学
は
古
典
を
取
り
込
ん
で
は
再
生
産
を
繰
り
返

し
て
き
た
文
学
表
現
で
あ
る
。
古
典
を
範
と
し

た
類
型
的
な
説
明
や
典
故
な
ど
を
上
手
に
使
い

こ
な

す

こ
と

が
、
よ

り
よ

い
文

学
創
作

と
評

価

さ
れ

て
も
き

た

の
で
あ

る
。

近
代

漢
文

学

の
負

の
評

価

を
払
拭

す

る

こ
と

に
努

め

る
あ
ま

り
、

新

文

学

と

の
対

比

に

の
み
傾

き

、
伝
統

の
継

承

に

つ
い
て

の
言

及
が

な

お
ざ

り

に
な

っ
た

よ
う

に
思

わ

れ

て
な
ら
な

い
。
本

書

に

お

い
て
、
新

文

学

と

の
対
比

に
よ

っ
て
近

代

台
湾
漢

文

学
を

再

考

さ

れ
た
黄

氏

が
、
次

は
前

近
代

の
漢
文

学

と

の
対
比

に
お

い
て
考
究

を
続

け

ら
れ

る

こ
と

を
期

待

し
た

い
。

ま
た

、
本

書
が
文

化

や
社
会

と

の
関

わ
り

な

ど

を
視

野

に
据
え
、

包
括

的

な
考
察

を
展

開

し

て

い
る
た

め
だ

ろ
う
が
、

個

々

の
文

学
作

品

に

つ
い
て
も

う

一
歩
踏

み
込
ん

だ
分
析

が
欲

し

い

と

思

っ
た

と

こ
ろ
が
あ

る
。

本
書

に

は
、

「
望

遠
鏡

」
、

「
飛
行

機

」

な

ど

近
代

を

詠

じ
た
漢
詩

の
例
や

「新

女
性

」
を

詠

じ
た
と

い
う
小
説

や
探
偵

小

説

に

つ
い

て
事

例

が
多

々
挙
げ

ら

れ

て

い
る

が
、
事

物
、

現
象

の

近

代
性

で
あ

る
。

そ

の
た

め
、
近

代
的

思
惟

が

文

学
作

品

の
中

で
ど

の
よ

う

に
表

象

さ
れ

た
か

知

り

た
く

思

っ
た
。
黄

氏

は
、
伝

統
文

人

た
ち

が
西
洋

文

明
を

、
東
洋

文

明
と

の
対
比

、
融

合

に
よ

っ
て
捉

え

る
様

を
分
析

し

て
い
る
。

そ

の
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分
析

が

、
文

学
作

品

と
対
峙

す

る
時

に
も

っ
と

活

か

さ

れ

て

も

い

い

の
で

は

な

い
か

と
感

じ

た
。

さ

ら

に
言

え
ば

、
近
代
的

な
恋

愛
感

情

や

近
代

的
自

我

の
葛

藤

な
ど

を
、
漢
詩

文

は
ど

の

よ
う

に
表
現

し

よ
う

と

し
た

の
か
と

い
う

こ
と

に

つ
い

て
、

著
者

の
意
見

を
も

っ
と
う

か

が

い

た
く
思

っ
た
。

ま
た

、
伝

統
文

人

の
言
論

の
中

に
現

れ

た
台

湾

へ
の
言

及

つ
ま

り

「本

-H
性

(n
a
ti
v
ity
)
」

に

つ

い
て
は
本
書

の
中

で
も
指
摘

さ

れ

て

い
る

が
、
漢

詩

に
表

象

さ

れ

た

「本

-1-1性

(n
a
ti
v
i-

ぐ
)
」

も
、
詳

し

く
言

及

し

て
い
た
だ

き
た

か

っ

た
点

で
あ

る
。

黄

氏

も
例

示

し

て

い
る
黄
遵
憲

(
一
八

四
八

ー

一
九

〇
五

)

は
清

末

の
外
交
官

で
日
本

に
駐

在

し
、

『
日
本

雑

事

詩

』

を

作

っ
た
。
黄

遵

憲

が
近
代

化
途

中

の
日
本

の
風
物

を
描

出

し
た

こ

と

は

よ
く
知

ら

れ

て

い
る
。

日
本
漢
詩

の
中

に

も

「蒸

気
船

」
、

「
ガ

ス
灯

」

な
ど
新

し

い
風
俗

や
事

物

を
詠

じ

た
漢

詩

は
多

い
。
近

代

の
新

し

い
風
俗

や
新

た

に
訪

れ

た
異

国

の
風
景

を
詠

じ

た
漢

詩

人

は
、
漢

文

化

圏
内

で
ほ
ぼ

同
時

に
出

現

し
た

こ

と

だ

ろ

う
。

し

た

が

っ
て
台

湾

で

「近

代

」

を

詠

じ

る
漢

詩

が
創

作

さ

れ
た

こ
と

は
自
然

な

こ
と

で
、
突

出

し
た
特

徴

と

は

い
え

な

い
。

「近

代

」

の
均

質
化

し
た

風
俗

や
風

景

は
漢
詩

を

類
型

化

さ
せ
、

そ

の
類

型
化

が
漢

詩

表

現

の
課
題

と

し

て
意

識

さ
れ

る
よ

う

に
な

っ

た
時

、

「本

-H
性

(n
ativ
ity
)
J

に
覚
醒

す

る
漢

詩

人

が
現

れ

る

の
で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。

第

一
章

で
言

及

さ
れ

る
魏

清
徳

の
演

説

の
中

に
、
漢

詩

は
数

千
年
続

き
、

作
者

は
少

な

く
な

い
が

、
残

念
な

が

ら
国
民
性

を
表

現

し
た
詩

が

無

い
と

い
う

主
旨

の

一
文

が
あ

る
。

(演

説

は

一
九

一
五

年
七

月
五

日

に

「大
正

協
会

例
会

」

で
行

わ

れ
た
。

『台

湾

日

日
新

報

』

同
年

七

月

八
日

号

に
例
会

の
内
容

を
紹

介

す

る
記

事

が
掲

載

さ

れ

て

い

る
。

黄

氏

は

上

記

記

事

を

参

照

し
、

演

説

は

「
四
月

」

に
行

わ

れ

た

と

す

る

が
、

も

と

の
記

事

に

「本

月
」

と
見

え

る

の
で

「七

月

」

が

正

し

い
。

ま

た
、

黄

氏

の
引

用

し

た
記

事

に

「表

現
」

と
あ

る
が
、

も

と

は

「表

見

」
。

現
代

の
読

者

の
便
宜

を
考

え

て
引

用

の

際

に
改

め
ら

れ
た

も

の
と

思
う

が
、
注

記

が
な

い
の
が
惜

し
ま
れ

る
。
)

魏

清
徳

が
漢

詩

の
無
国
籍

性

を
実
感

し

て

い

た

と

い
う

の
は
示
唆

的

で
あ

る
。

こ
の
魏
清

徳

の
言

説

を
踏

ま
え

る
と
、
第

二
章

で
言

及

さ
れ

る
竹

枝
詞

創
作

や

民
間
文

学

の
採
録

に
伝

統
文

人

た
ち

が
積
極

的

に
な

る

の
も

理
解

し

や
す

く

な

る

の
で
は

あ
る

ま

い
か
。

も

っ
と

も
、
漢

詩

に
表
象

さ

れ
た

「本

土
性

(n
a
ri
v
ity
)
J

を
敷

術

し

て
考

え

れ
ば
地

域

そ

れ

ぞ

れ

の
郷

土
性

、
郷

土
意
識

の
問
題

と

い
え
、

こ
れ
は
、

近
代

ア
ジ

ア
漢
詩

を
考

察

す

る
も

の

に
と

っ
て

の
大

き
な

課
題

な

の
だ
と
受

け

止

め

る
べ
き
だ

ろ
う
。

本

書

は
、
近
代

ア
ジ

ア
漢

文

学
研
究

に

一
つ

の
モ
デ

ル
を
示

し

て
く
れ

た
わ

け

で
、

そ

の
開

拓
者

の
功
績

は
大

き

く
評
価

さ

れ

る

べ
き

で
あ

る
。な

お
、
著
者
黄
美
蛾
氏
は
台
北
の
政
治
大
学

中
文
系
教
授
で
、
台
湾
漢
文
学
の
研
究
と
教
育

に
従
事
し
て
今
日
に
至

っ
て
い
る
。
彼
女
の
執

筆
し
た

「台
湾
古
典
文
学
史
序
説
」
は
、
中
国

文
芸
研
究
会
発
行
の

『野
草
』
七
四
号

(二
〇

〇
四
年
三
月
)
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本

書
と
あ
わ
せ
て
一
読
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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